
 

 

 

 

 

学校運営協議会を設置している学校を「コミュニティ・スクール」といいます。各小中

学校に学校運営協議会が設置され４年目を迎え、本年度は地域学校協働活動等との一体的

推進を図るため、それぞれに共通した部会を設置しました。それぞれの部員の半数以上は

両方の部会に所属しており、南関町学校運営協議会全体会で熟議された課題やその課題解

決に必要な取組をそのまま地域学校協働活動運営委員会に引き継ぎ、具体的にどう取り組

むかを熟議しその取組を実践することを目的としました。

 

 

本年度の｢第１回南関町学校運営協議会全体会｣の各部会で熟議された内容を基に、「第１回

南関町地域学校協働活動（学校応援団）運営委員会」の部会でも協議を深めてもらいました。今

後も、課題をあげるだけでなく課題解決となるための協議や取組が実働となるよう、地域・行政・

学校・保護者・子どもの５者連携・協働により具体的な取組がさらに展開され、南関町の発展と子

どもたちの育成が充実したものになることを目指します。 

令和２年度 第３号 令和２年１１月 

南関町教育委員会教育課 



 

 

 

 

 

 

 

 学校再開の 6月から 7月の期間は、新型コ

ロナウイルス感染症対策の消毒作業に大変

お世話になりました。 

 学校は 8月から夏休みに入り、それも 8月

23日までと短縮し、24日から前期後半が始ま

りました。 消毒作業は、9月からスクールサ

ポート事業により対応することになりました。 

 10月 13日から後期に入りました。授業時数

の確保については、お陰様で行事の精選や

夏休みの短縮で、例年通りの教育課程実施

の目途がたちました。 

 そうは言いましても、本年度の子どもたちは、長期間の臨時休校や様々な学校行事ができない

など、不安やストレスを溜めたり、行事を通した学びができていない状況に変わりはありません。 

 こういう状況だからこそ、後期の残り半年は、子どもたちの様々な学びを通年レベルに引き上

げる取組が大切になってくると考えています。 

 どうぞ今後の教育活動の充実に、お集まりの皆様方のお知恵やお力添えをよろしくお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校応援団の支援内容（除

草・読み聞かせ等）毎の登録

者を増やさなければならない

といった状況にあります。 

ご協力 よろしくお願いい

たします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南関町教育委員会として取り組んでもらいたい内容

コロナ対策 日常的な活動

学 ●｢勉強の名人(学習の達人)｣や｢家庭学習の手引き｣の定着
力 ●育ちのものさしの定着 ○学校図書館支援
向 ●教育機器の整備や活用支援 ○校外学習見守り
上 ●地域教育力の活用 ○稲作体験等の支援

部 ○放課後・休業日の学習支援 ○陶芸教室の実施

●児童生徒一人一人が使用可能とな
るタブレットの操作能力の向上

◎ＩＣＴ機器を用いた授業改善について、教師もスキルを身に着ける必要がある。 

◎児童・生徒がタブレットを家に持ち帰ることもあり得るため活用能力を高める。 

＊家庭とともに進めていくためには、まず、保護者に関心を持ってもらうことが必要ではないか 

〇保護者が知りたいこと 

・ なぜＩＣＴ活用を目指しているのか？ 

○答未来社会の担い手に必要な力（主体性や協働性・情報活用能力等）を育成するため 

・ 現在、授業でどのように活用されているか？ 

○答資料の掲示や動画の使用、個別に操作し思考・判断・表現の交流 

・ 情報モラルを家庭でどの程度、どのように、教えていくか？ 

○答学校ではネット利用や書き込み等の危険を訴え指導中 家庭でも同じ視点での取組をお願いしたい。 

・ どんな教育アプリがあるのか？ 

○答Microsoft365（ward excel,powerpoint）、小学校では現在はキューブきっず(３年以上は新年度から) 

   授業支援ソフト skymenu (この上で「発表ノート」の活用を推奨)などがあります。 

第１回南関町学校運営協議会全体

 

第１回南関町地域学校協働活動運営委員会 

記録用紙：（学力向上）部

日常的な活動

（家庭・地域）

連携・協働

１ 　 育ちのも のさ し や家庭学習の手引き の定着
 ・ 「 自学」 のやり 方に課題がある 。
 ・ 自学の量については、 児童生徒の主体性に任せてよ いのではないか。
２ 　 子ども たちが主体的に学ぶこ と ができ る ための工夫や生活改善が必要である 。

日常的な活動

（学　校）

連携・協働

１ 　 育ちのも のさ し や家庭学習の手引き の定着
 ・ 「 自学」 のやり 方についての指導の工夫が必要である 。
 ・ 中学１ 年生の自学の取り 組みが、 数年前に比べス ムーズに行えている 。 小中連携の成果
  と いえる 。
 ・ 南関一小で取り 組んでいる 「 １ ０ 分間自学」 から 、 学びに向かう 力・ 振り 返る 力が必要
  だと 感じ る 。
 ・ 小学校の自学ノ ート を見る と 、 ｢自分のための学習になっていないと いう 感が否めない。
２ 　 子ども たちが主体的に学ぶこ と ができ る ための指導が必要である 。
 ◎家庭学習においても 、 子ども が主体的に学んでいける よ う ９ 年間を見通し た指導・ 支援
  を行っていかなければなら ない。

【目標：主体的に学ぶことができる子どもの育成】

コロナ対策

（学　校）

１ 　 子ども たちが主体的に学ぶための授業改善
 ・ 効果的な授業でのＩ Ｃ Ｔ 機器（ 特にタ ブレ ッ ト 端末） 活用の仕方を探る 。 （ 教職員）
 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器の使用にあたっては、 学校教育専門指導員やＩ Ｃ Ｔ 支援員の支援をいただき
  ながら 効果的な活用方法を模索する 。
 ・ 公開授業や授業参観等でＩ Ｃ Ｔ 機器を用いた授業を積極的に行う 。
 ・ 大切に機器を扱ってほし い。
 ・ GI GAス ク ール構想の具現化（ 通信環境の整備）
 ▲タ ブレ ッ ト を使った授業等を実践し てみないこ と には進ま ない。

コロナ対策

（家庭・地域）

１ 　 子ども たちが主体的に学ぶこ と ができ る ための工夫や生活改善が必要である 。
 ・ 学校運営協議会で各学校の授業参観をし てその効果や課題を把握し 、 人材の派遣等を地
  域学校協働活動に求める 。
 ・ タ ブレ ッ ト 端末を子供１ 人に１ 台与える なら ば、 機器を大切に扱う こ と や情報モラ ルの
  指導は家庭でも 行っていく 。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回南関町学校運営協議会全体会 

 〇福祉体験学習の継続について 

   今年度、まったくできなかった福祉体験学習 四小の 4 年生より依頼があった。 

視覚障害、認知症、高齢化疑似体験などしっかり新型コロナウイルス感染症の対策を考えて実施する必

要がある。介助体験の際、子ども同士の接触、距離が近くなるためマスクは必ず着用する。また、説明の際

はフェイスシールドを着用することを心掛ける。新しい生活スタイルを取り入れたうえで、介助も感染症に対

するプログラムをしっかり考えていかなければならない。 

〇挨拶について 

 元気な挨拶ができるためには生活習慣の見直しが必要である。地域の方より「挨拶ができない」「声が小

さい」との声が上がっているが、なにも子どもから挨拶しなければならないわけではない。子どもが消極的

なら、「大人から挨拶しましょう！！」という意識を保護者、地域の方にも持ってもらいたい。町全体で「日本

一のあいさつのできる町にしよう！！」という運動をやってみるのもいいと思う。学校任せではなく、子どもた

ちを地域で育てるという意識づけを行いたい。 

記録用紙：（　心づくり　）部 【目標：望ましい人間関係と郷土愛の醸成　　】

日常的な活動

（学校・家庭

・地域）

連携・協働

1 挨拶について
 ・ 大人から 積極的に声かけする よ う にし て いる 。 中には気持ち の良い挨拶を し て く れる 子
  ど も も いる が、 子ど も （ 特に中学生） から 自発的に挨拶する 子ど も は全体の2割ぐ ら い。
 ・ ス マホ やゲーム な ど メ ディ ア の環境でな かな か睡眠時間が短く 、 朝から 元気が見ら れな
  い子ど も が多い。
2 自己表現力について
 ・  挨拶ができ な いこ と によ り 、 自分の意思を 伝え る こ と ができ な い子ど も が多い。 自己表
  現力を 養う ためには、 大人が待つ姿勢を と り 、 丁寧に向き 合っ て いく こ と が大切であ る 。
 ・ 自分の意見や感想を 言え る 子ど も は日頃から グ ループワ ーク な ど で培っ て いる よ う な の
  で、 自分の意見を 伝え る こ と ができ る よ う な 日頃から の工夫、 経験が重要であ る 。
3 地域行事について
 ・ 地域の祭り や行事に大人も 子ど も と 一緒に出向いて 、 地域を 知る 機会を つく る 。
4 今後について
 ・ ゴ ミ 出し カ レ ン ダーのよ う に「 目指す南関町の子ど も 像」 「 育ち のも のさ し 」 を 家庭で
  も 見え る 場所に貼っ て も ら え る よ う 、 も っ と 周知し て いく 必要があ る 。
 ・ 例え ば、 「 笑顔で挨拶する こ と 」 な ど 、 目標を 一つに絞っ て 話し 合う 。 学校ではど う
  か、 地域ではど う か、 今後も っ と 議論を 深めて いく 必要があ る 。

コロナ対策

（学　校）

1  プールが始ま っ たこ と によ り 、 密を 避ける ため、 ど のよ う な 対策を と っ たら いいのか、
  ５ 、 ６ 年を 中心に考え る 機会を 与え た。 （ 一小）
2　 マス ク 着用・ 消毒・ 手洗いな ど 基本的な こ と を 実施し て いる 。 熱中症対策も あ り 、 登下
  校のマス ク は強制し て いな い。 ま た、 プールの中で使用し た物に対し て の消毒や、 更衣室
  での密集を 防ぐ 対策な ど 、 状況に応じ て 取り 組んでいる 。 （ 中学校）

コロナ対策

（家庭・地域）

1  外出時の対策について
 ・ 不要不急の外出を 控え 、 外出時は必ずマス ク 着用を 徹底し て いる 。 大牟田市ではマス ク
  徹底し て いる 方がほと んど であ る が、 山鹿市ではマス ク 着用し て いる 方が少な い。 親の考
  え 、 地域で意識の違いがあ る 。
 ・ 大型シ ョ ッ プ店には行かず、 な る べく 室内よ り も 外で遊ぶよ う に心がけて いる 。
 ・ な ら し 登校時には緊迫し て いたが、 最近は気が緩んでき て いる よ う に思え る 。
 ・ 子ど も の方が学校から の啓発によ り 、 いろ んな 対策を 知っ て いる 。 親に対し て も も っ と
  町から の啓発活動が必要であ る 。
2  福祉体験学習等について
 ・ 夏休みひま わり 教室な ど 例年開催し て いる イ ベン ト も 中止と な っ て いる 。 福祉体験学習
  も 現在控え て いる 状況であ る ため、 障がい者、 高齢者の方へのかかわり 方を 別の形でつな
  いだり 、 学習する 機会を つく っ て いく 必要があ る 。 （ 社協）

第１回南関町地域学校協働活動運営委員会 



〇リクエスト給食の実施について 

    目的：子どもたち自身に給食のメニューを考える機会を与えることで、食に対して興味を持

ち、自らで栄養バランスを少しでも考えられるようにする。 

〇運動の習慣化について 

・運動の習慣をつけるためには、生活の中で定期的に運動をする機会を持つようにする。 

・徒歩通学や自転車通学を行うことでも体力は付いてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南関町学校運営協議会全体会 

南関町地域学校協働活動運営委員会 

記録用紙：（体づくり　　）部 目標：望ましい食事と運動の習慣化

コロナ対策

（学　校）

１　望ましい食習慣（生活習慣）
 ・小中学生の８割は朝食をとっているが、菓子パン程度の朝食となっている児童生徒もい
  る。菓子パンだけでは体づくりに向かない。
 ・新型コロナウイルス感染症対策として、健康観察チェックシートを児童生徒に配布して
  学校でも確認している。
 ・学校や教育委員会で朝食週間を設定し、書面や防災無線・安心安全メール等で望ましい
  食習慣についての広報活動を行う。書類等の作成は、トッパ隊にお世話になってはどう
  か。
 ・学校での子ども様子を見ているが、同じ子どもでも朝食を食べたときと食べていないと
  きでは、明らかに集中力に差がある。

コロナ対策

（家庭・地域）

日常的な活動

（学　校）

連携・協働

２　望ましい運動の習慣化
 ・体脂肪がやや高い子どもが増加しているので、体脂肪を下げる取り組みが必要である。
 ・学校でラジオ体操を実施してみてはどうか。
 ・「A-lifiなんかん」や大学と連携して、体力向上推進コンソーシアムに取り組んでいる。体
  育サポーターの派遣もあり、水泳やマット・鉄棒等の指導支援も実施していただいてい
  る。
 ・地域でのニュースポーツやなんかんっ子クラブにも取り組んでいる。

日常的な活動

（家庭・地域）

連携・協働



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録用紙：（環境充実　）部 目標：学ぶ意欲のわく学校づくり

日常的な活動

（学　校）

連携・協働

１ 　 除草や樹木の剪定等
 ・ 二小： 学校や通学路の除草作業等を 町で予算化でき な いのか？
 ・ 職員と 地域の方々で協力し て 除草作業を 行っ て いる 。
２ 　 登下校の見守り 等の充実
 ・ 二小： 保護者での見守り を 実施し て いる 。
 ・ 三小： 週３ 回の防犯パト ロ ールと 週１ 回の保護者によ る 朝の街頭指導を 行っ て いる 。
 ・ 中学校： 保護者で朝夕の街頭指導を 行っ て いる 。
 ・ 職員も 定期の朝の交通指導や毎日の下校指導を 行っ て いる 。

日常的な活動

（家庭・地域）

連携・協働

１ 　 除草や樹木の剪定等
 ・ 二小： 地域の方々で協力を いただければと 思う 。
 ・ 三小： 自分が気づいたと き にボラ ン テ ィ ア と し て 行っ て いる 。
　 　 　 　 地域の者が学校にいる と き には誰に言え ばよ いか分から な い。
　 　 　 　 作業時間について も 子ど も がいな い時間帯に行っ て いる 。
 ・ 保険の適用について も 詳し い説明がほし い。
２ 　 見守り 等の充実
 ・ 大雨や災害等があ っ たので、 適宜通学路を 各学校で確認し て ほし い。 ま た、 地域から も
  情報提供を いただく よ う にし た方がよ いと 思う 。
 ・ 登校班の人数等の把握も し て ほし い。

コロナ対策

（学　校）

１ 　 下校後の消毒
 ・ 二小： 教職員によ る 消毒活動を 行っ て いる 。 ７ ／13～21は保護者の協力を いただいた。
 ・ 三小： 保護者や地域の方々の協力によ り 、 夕方の消毒活動を 行っ て いる 。
 ・ 四小： 月曜と 木曜は、 保護者によ る 消毒活動を 実施し て いる 。
 ・ 中学校： 地域の方々の協力によ り 、 消毒活動が実施でき て いる 。

コロナ対策

（家庭・地域）

１ 　 下校後の消毒
 ・ 婦人会と し て 消毒活動を 実施し て おり 、 充分と はいえ な いが協力し て いる つも り であ
  る 。 し かし 、 地域の方々の協力にも 限界があ る ので、 な る べく 保護者の協力が必要ではな
  いかと 感じ た。 （ 自分の子ど も は自分が守る と いう 意識を も っ と 持っ て ほし い。 ）
 ・ 三小には、 婦人会と し て 週２ 回出向いて 消毒活動を 行っ て いる 。
 ・ ボラ ン テ ィ ア 協力から 期限がな いので高齢者であ る ため負担と な っ て いる 。

南関町学校運営協議会全体会 

〇新型コロナウイルス感染症対策のための消毒作業について 

・各学校のＰＴＡや婦人会の皆様方のご協力ありがとうございました。 

・９月からは県のスクールサポート事業としてスタッフの皆様にお世話になっています。 

〇除草作業・樹木の選定について 

・ できる保護者や地域の方がおられるから整備ができている。 

・ ＰＴＡ役員や・ＯＢ・ＯＧに呼びかける。（除草と資源回収の 2 回のみ） 

   ・ 業者への依頼ができないか？ 

〇登下校時の見守り 

・ＰＴＡにお世話になっている。 

・災害時の通学路の確認のため教職員も校区を見廻っているが、地域ごとの連絡体制があれば対

応が早くなる。 

南関町地域学校協働活動運営委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 玉名・阿蘇の中でも町でこれだけリードした取り組みをしている地域は少ない。 

〇 災害等もあり 絆
きずな

や繋
つな

がりを改めて認識したが、手を繋ぎあって何かをやっていくことが大

切である。手を繋ぐ相手は、学校・家庭・地域・子ども・行政の５者であり、目標を立てて５者

で取り組んでいくことが大切である。 

〇 話し合いで終わらず実働が大切であり、いつから誰が責任をもってやるのかを決めてほ

しい。５者で実働するなかで心が繋がる。 



 


